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衛生動物
えたわけではなく，むしろ低いながら伝播の役割をはた
している可能性が強い．とくに，動物が少なく吸血源が
人に集中するような流行地での疑いは濃い．しかし現状
では，まず８．０c肋､cα`，〃に的をしぼって駆除を行う
ことで，主要な伝播が絶たれるだろうと考えた．弱いな
がらも二次的な伝播ルートが残されたままになる，ある
いはsecondaryvectorがmainvectorにとって代わ
るという問題が残るかも知れないが，当面は８.ｏｃｂロー
Ｃｅ'`7〃のみを駆除対象種としても大きな問題はないと判
断してよいだろう．
lli においてにおいて，パイロット地区内でのmainvectorを再確認する必要があった．２年にわたる調査によれば，パイロット地区内では８種の人吸血種が得られているが（岡沢，私信）大部分の調査場所で採集された個体の90～95％以上が,８．。c/2ｍ‐
ce2"７２，８．〃〃αZZic2`"z，８．ｃα//Ｍ２`"ｚの３種で占めら
れている．このうち，多くの場所で８．，Mzz"jα`"ｚが
優占種であったが，人と動物（主として馬）を対比した
嗜好性調査では，ＳＯＣ肋ncez`"ｚが人に多く飛来するの
に対して後２者は動物に多数飛来し（岡沢。伊藤，私
信)，とくに吸血にいたるまでを観察すると，８.OCA、‐
cez`，）ｚは人に対して高い吸血嗜好`性を示した．しかし，
８.’〃α"Zcz`'〃も多数，人を吸血するため，患者からの
マイクロフィラリア（ＭＦ）のとりこみが考えられた．
伊藤（私信）はこの点に関して８．。c肋､Ｃｅ"'）ｚと８．
，"ａａＺＺ伽，〃を比較しながら感染実験をすすめ，８．
〃zc2aZZjcz"〃が十分に感染型幼虫を生産する能力をもつ
ことを確認している．しかし，本種では８.OCA'ncezJｿ〃
ではみられないようなＯｕｏＪﾋﾟﾉz`Z"ｓ幼虫の発育段階で
の死亡や，多数のＭＦをとりこんだ個体の死亡率が高
いことから，感染吸血をしたあとＭＦが感染型幼虫に
発育するまで生存する個体の比率が，８．。c/imcez`''2に
くらべてかなり低くなり，その結果，吸血した個体のう
ち感染幼虫を持つにいたる個体がそれほど高率ではない
と考えた．
そこでOUoZt'"Zz`Ｓ自然感染率を明らかにするため，
パイロット地区内12カ所から人吸血種を採集し８.ＯＣＡか
αcα`"ｚと８．，"ezaZZicz`"zのほぼ全個体について解剖を
行ったが，感染型幼虫は８．。cﾉi7pcadwzのみに見いだ
されただけであった．同様の結果はPefiaBlancaでの
１年間にわたる観察（Ochoa，私信)，FincaShibajaな
どでの観察（Garms，1975）でも得られている．実験的
な観察では，とりこまれたＭＦが感染型幼虫にいたる
には約８日を要し(伊藤，私信)，一方vector種の吸
血間隔が約５日と推察される（渡辺，私信)．つまり
vectorは３回目の吸血時に感染可能となるが，８.〃Zet‐
αzZfc…は吸血嗜好I性から，人を吸血した個体が次々回
に再び人を吸血にくる割合はずっと低くなることが考え
られる．また本種はＭＦＤの低い下半身を吸血するこ
とが多いため，感染型幼虫の生産率も低くなり，さら
に，多数のＭＦをとりこんでも早期に死亡する．自然
感染調査によって，これまでに８．７Mazziα`，〃から感
染型幼虫が発見されていないのは，こうした理由によっ
ているように思われ，本パイロット地区でも８.ｏｃｈ派α‐
Ｃａ`''2が主媒介種であると結論された．
しかし，８．？〃αZZjc""ｚのvectorとしての疑いが梢
ｉ (3)肋川Zi川ｏｃ〃ace川の生物学岡沢孝雄（北大・理・動物）媒介者防除を始めるにあたって，対象となる種励""．
Ｚ〃'２０cﾉi7zzcα"〃についての生物学的知識は不可欠であ
ろう．この種の分類学的な位置づけはいまだ問題を残し
ているものの，他の種からの区別はきわめて容易であ
る．成虫，蝿は体色が黄色で腹部第５節以後が真黒とい
う特徴あるカラーパターンで，幼虫は頭部下面にある
CleftがSubmentumまで達し，体色は緑っぽい黒で
あるが前半部は薄く後半部は真黒というカラーパターン
で，！慣れてくると全ステージで肉眼で同定できる．
幼虫の棲息地：この計画が始まり半年間本種成虫の多
い場所が見つからず，幼虫は一匹も採集できなかった．
他のオンコセルカ症`流行地で成虫が特に多いと言われる
地区で幼虫を採集し，そこで本種幼虫の棲息場所の特徴
をつかみ飯再びパイロット地区に戻り発生源探索を続け
た．その結果，パイロット地区の北半分の特に山が険し
い場所に発生源となる多数の川を見つけた…それらの川
の多くは山の急斜面を流れる小さな川で，長さは10～
500ｍほどである．水量も少なく0.1～５Ｊ/seｃのものが
大部分である．少数の川はいわゆる本流と呼ばれるよう
な川で，源流から約３ｋｍくらいの間本種の幼虫が見ら
れるが，川の傾斜がゆるまると滑滝のような流れの急な
部分|この６２ﾉL発見される．川の底質は岩盤や礫のことが多
く，川の中から植物が生えていることはまれである．川
は一般に両岸からの植生により日陰になっている．水温
は18～22°Ｃで年間を通じてそれほど変化はない．本種
の幼虫は年間を通じ水の流れる川にも，雨期のみ水の流
れる川にも棲む．雨季のみの川の数は，本種の棲息を確
認した川の総数の３分の１に当たる．それらの川の標高
は約600～1400ｍである、
幼虫期間：川に殺虫斉１１を散布しすべての幼虫を流下さ
せた後,〃そこに発生する本種の幼虫の生育を調べたとこ
ＶｏＬ３０Ｎｏ、２１９７９年
ろ最も早いもので15日後に蝿が出現したこの結果より
幼虫期間は約２週間と見積もられる．
個体数の季節変動：年中水のある川での本種の幼虫個
体数は５～11月の雨期に少なく，１２～４月の乾期には多
い．雨期に少ないのは出水のため幼虫が流失したもの
と考えられる．成虫は乾期に多く雨期に少ない傾向を示
す．しかし場所によっては雨期に入っても急激な減少が
見られず，そのような場所は雨期のみ水が流れ本種幼虫
が棲む川の存在と関連すると考えられる
吸血嗜好性：本種雌成虫は人のほかにパイロット地区
,内で飼われている家畜，馬，ヤギ，犬にも飛来する．そ
の吸血行動を調べると，人に飛来したときはただちに｣こ
まり血吸に入る．しかし動物に来た場合は，周辺を飛び
回ってなかなか止まらず，止まっても動物の背の部分で
毛に邪魔をざれ皮府に達せられない．また動物の色によ
って飛来する個体数に差が出る．それらの事から実際に
動物から血を吸う個体数は採集された個体数より少ない
ことが予想される．
吸血部位：人に飛来する成虫を囮の上半身，下半身別
々に採集すると，約65％が上半身から，３５％が下半身で
採れ，上半身の方が多い．この事は動物に飛来する本種
成虫が、動物の背の部分に止まり，腹部に来ないことと
関連して興味ある・
日周期活動：本種成虫の吸血活動は一山型とか二山型
の日周期を示すと言われてきたが，その日の天候条件
や，採集地点の環境に影響を受けやすい．しかし，成虫
の活動は，朝ブユが人の皮1M｢に止まっているのが十分わ
かる明るさから始まり，夕方見えなくなる頃終わる．そ
の間朝９時頃から午後４時頃まで活動'性が高いというこ
とは言える．
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染率が同時に測定きれている．殺虫剤の選択は昨夏以後
検討され，temephos（ABATE)，chlorphoximおよび
chlorpyriphos-methyl（Zertel）が８．ＯＣＡ冗zca`"‘に
強い活性を持つことが判明した（島田ら，1979)．この
ことは，抵抗性発達時に殺虫剤の切り変えが可能である
ことを示すものである．殺虫製剤としてはtemephos
`､乳剤，水和剤及び固型斉11のいずれもが有効であった
(田原ら，1979)．
西アフリカのHautevoltaの８．αrα"`"ＯＪＩ`,〃駆除は
流水量15分間当たりtemephosを０．１ｐｐｍ宛航空機で
投入することが決定され，Guillet（1978）はこの薬量
で下流40～50kｍまで有効であると報じた．その後の調
査で殺虫剤投入河川でブユ幼虫は確実に減少しているこ
とが報告されている．
しかしながら，Guatemalaの自然環境特に媒介ブユ
発生水系は西アフリカのそれと相反するもので，かの地
の技術の導入には限界がある．ＳＶＰの８．゜CﾉｶﾉnCez"〃
の発生源は前演者も述べたように，コーヒー園の傾斜面
を流れる微細な溪流や源流に限られ，流水型も0.1～１
J/seｃと小さく，その長さも数メートルから数百メート
ルとなっている．そのほとんどには明確な地名もなく，
水系図作りは想像以上の困難を伴った媒介者防除成否
の鍵はＳＶＰ内の８.ｃｃ/mzceH`"↓発生水系を何％Clear
できるかにかかっている．現時点で雨期，乾期を通じて
90％以上をClearできたものと思われる．８.ocAracα("’
の生息が確認された河川およびその可能性ありと思われ
る河川は約100本，総延長距離は約30kｍと推定され，
さらに殺虫剤投入地点は200カ所，散布は２週間間隔と
具体性を帯びてきた．防除薬剤の選定では効果以外に，
使用の簡便|生，能率，運搬適』性さらに散布者への安全J性
を考慮して固型剤（temephos１０％）が好ましいとした
(田原ら，1979）が最終的には現在調査中のnon-target
faunaに及ぼす影響を見た上で決定されるであろう．実
際の防除では現場で流水fiiを測定して投入薬埜を計算す
るのではなく，川の流水量をランク分けして，それぞれ
に対応する概算薬量を前もって決めておく方法が採られ
るべきと考える．防除の成否を決定するもう一つの要因
は殺虫剤散布に何名を何班に組み分けることができるか
にかかっているGuatemalaでの媒介者防除はその複
雑な地形から，機械力の導入は不可能で，すべて人力に
頼らざるを得ない．現地asistantのレベルアップと同
時にマンパワーの確保は重要な問題である．これらが満
たされるという予測のもとに，ＳＶＰ内の媒介者防除は
明るい見通しといえる．しかしながら，Guatemalaの
Onchocerca症侵淫地はＳＶＰに限らず，広い地域に散
布している．本病も重要な疾病の一つには違いないが，
（４）媒介者防除の展望
田原雄一郎（鹿大・医・医動物，三共ＫＫ）
GuatemalaにおけるOnchocerciasisControland
StudyProjectも４年目を迎えいよいよ媒介者防除を
具体化する年になった．早ければ今夏より遅くとも９月
よりEscuintla州のSanVicentePacaya郡のpilot
area（以下ＳＶＰ）で殺虫剤投入が開始される．現在ま
での調査研究でＳＶＰ内の主媒介種の決定，分布，発生
消長などが明らかにされた．さらにＳＶＰ内の水系図作
りもほぼ終了しつつある．殺虫剤散布後の効果判定のも
ととなる定期定点調査も昨夏より開始され，成虫の人へ
の飛来数，ＣＯ２ｔｒａｐへの誘引数,幼虫の定時間採集数，
人工基物への付着数が調べられ，成虫についてはｍｆ感
■。■９■・‐１－１■１１，－１１１△■■■Ｆ００９４由■彗已●丘■Ｂ■①ロロマ●一●ロロロ巳■Ｔ□●、。▲●■■▽●、。←▼・●９●■●６口■■０９■Ｉ。■Ⅱ‐‐１－‐Ｉ‐‐
Ａ・《・ノ・フ」一（‐一一一一一・一一一一》一〉一一Ⅱ．臼巫一重●一〈一叩一窪一一司
± 
￣ 
ラー
